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校長室より 

校 長  松 井 幹 夫 

 
 
Д̻ ῃ ЕЗώ ◓  ῃ ЕЙώ ◓ ҳ ѩ҇ 
３月４日（土）に中学部第２４回卒業証書授与式が、また３月１１日（土）には小学部第２６回卒業証書

授与式が行われました。ご多忙のなか、台中日本人学校運営委員長 武田 知行様、運営委員 山田 建男

様、日本交流協会台北事務所 総務部長 伊藤 康一様、総務部主任 鈴木 文浩様を始め大勢のご来賓の

皆様、保護者の皆様にご臨席いただき、盛大に挙行することができました。ありがとうございました。 
義務教育課程を無事修了した中学部３年生１３名、義務教育前期の課程を無事終えた小学部６年生１３名

は、身も心も立派に成長し、台中日本人学校で過ごした懐かしい思い出を胸に、それぞれの「夢と希望に向

かって」立派に巣立っていきました。 
 小・中卒業生の保護者の皆様より卒業記念品として「デジタルビデオカメラ」を寄贈していただきました。

今後、学校行事等の教育活動、子どもたちの成長の記録撮影に生かしていきたいと思います。いつまでも大

切に使わせていただきます。本当にありがとうございました。 
 
Е̻Ẩ ҳ‮ ѩ҇ 

 本日、修了式・離任式を無事終え、平成１７年度の全ての教育課程が終ったことをご報告致します。 
子どもたちが大きな病気・ケガ等なく、一年間を無事終えることができたのは、学校運営委員会・ＰＴＡ・

保護者の皆様のご支援・ご協力・ご理解のお陰と感謝しております。ありがとうございました。 
 
Ж̻И ҏ ѣҫѭ҉ѧѵѷѥҟѸҀ 

  お世話になった小菅 達也教諭（群馬県）、岡安 広美教諭（埼玉県）、山嵜 太教諭（東京都）、戸田 道

治教諭（新潟県）、桑本康則教諭（岡山県）の５名の先生方が、本年度で任期を終え、帰国されます。先生



方におかれましては、それぞれの立場で素晴らしい実績を残されました。感謝とともに厚くお礼申しあげま

す。 
先生方とは本日でお別れになりますが、日本各地の新しい赴任先でまた素晴らしい力を発揮され、ます

ますのご活躍を願っています。いつまでも台中日本人学校の子どもたちの健やかな成長と将来を側面から

見守り続けていただければ幸いです。 
５名の先生方の教えと思い出を胸に、さらに努力し、よりよい台中日本人学校を築くことをお誓いし、

お別れします。 
謝謝！ 

 
З̻ ∟Ҡҳ︡ѩҬҌѣҀ҄҇ 

  いよいよ明日１８日（土）から４月９日（日）までの２３日間が、春休みとなります。 
春休みは、「学年のまとめをし、進級・進学の準備をする」など子どもの健全な成長を図る上でとても大

切な期間です。学校では、安全で充実した春休みになるよう子どもたちに指導しました。ご家庭でも、お

子さんの生活にご配慮いただき、子どもたち全員が、気持ちよく、張り切って新年度を迎えられるようご

協力をお願いします。       
先日、読売新聞に次のような記事が掲載されていました。 

 
子供は「早寝・早起き・朝ごはん」・・・文科省が支援 

 
子供の夜更かしや食生活の乱れをなくそうと、文部科学省は４月から、「早寝・早起き・朝ごはん」を合

言葉に、朝のラジオ体操や学校での早朝読書会など、子供の生活リズムを改善させる様々な地域活動の支

援・推進に乗り出す。 
具体的には、親子での早朝ゴミ拾いやラジオ体操、始業前１０分間にパズルやクイズを解く「頭ほぐし運

動」など、地域や学校が独自に実施する取り組みについて、文科省がその効果を実証したり、フォーラムを

通じて全国に紹介したりする。２００６年度予算に１億３０００万円を計上している。 
２月２８日には、活動の推進母体として、日本ＰＴＡ全国協議会、全国商工会連合会、全国ラジオ体操連

盟など３０団体による全国協議会発起人会を設置した。４月２４日に全国協議会の初会合を開く。 
文部科学省の調査では、朝食を食べないことがある小学生は１５％、中学生は２２％に上る。国立教育政

策研究所の２００３年度（平成１５年度）調査では、朝食を「毎日食べる」小学５年生は、「全く食べない」

か「ほとんど食べない」子供より、国語・算数のテストで平均１割以上得点が高い傾向にあるという。 
 
保護者の皆様、この記事をご覧になりどう思われますか。 
私は、本校でも、日頃の子どもたちの様子から、切実な問題と捉えなければいけないと思っています。ど

うか２３日間の春休みが、一人ひとりの子どもにとって、有意義なものになるようご協力いただければ幸い

です。 
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 ２月２２日(水) 小学部児童総会 

  

  児童会の事務局、各委員会の反省から、次年度へ向けた内容の検討を行いました。それぞれの委員会で活

動の反省から具体的な改善案まで本当によく考えられていました。２月１４日に行われた児童会選挙で当選し

た新役員へ引き継ぎも行われました。 

 

 

 

 

 ２月２５日(土) 清掃ボランティア 

 卒業式を前にして、校内清掃のボ

ランティア活動が行われました。休日にもかかわらず、多くの児童生徒、そして保護者の方に参加していただ

き、隅から隅まできれいになりました。おかげさまで気持ちよく卒業式が迎えられました。 

 

 

 

 

 

 

 




